
中央ガス株式会社

　他社のLPWAをすでに100
件ほど導入しており、システム
の利便性は実感していたという
加藤和秀社長。先に採用してい
たメーカーは使い勝手が良
かったが、異なるメーカーを導
入することで比較をしようと新
たなメーカーを採用した。また、
委託していた検針員が高齢化
し、退職の申し出があったこと
から補助金の申請を決定。委
託以外は営業が検針業務を兼
ねていたため、遠方にはLPWA通信システムを設置し、近隣エリアは引き続
き営業が検針を担当することで効率が上がったと社員からも好評だという。
　コロナ禍の影響で特に業務用ガスの使用量の予測が難しく、今までは経
験による「勘ピューター」頼りだった配送も、システム導入後は効率的に交換
ができるようになり時間の短縮につながったという。SDGsの観点からも、配
送燃料の低減化は大きいと話す。

利便性を実感したからこそ、検針員の高齢化をきっかけに申請へ
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　1969年に加藤商店を創業し、
1973年に中央ガス株式会社とし
て法人化。半世紀以上地元に寄
り添う企業として、LPガスや各種
ガス機器の販売などを通して顧
客に「快適な暮らし」を届けてい
る。また、ガス切れゼロを実現す
るためのLPガス充填ステーショ
ンの運営を強みとし、自社で配送
を行うことで「顔の見える」地域
密着型ならではのサービスを展
開している。

（埼玉県さいたま市）

中央ガス社屋



　事前周知用の印刷物がな
かったため、メーカーから提
供された資料を手に1件1件
説明に赴いた結果「安心に
つながるなら」と快諾する方
がいる反面、「監視されてい
るようで気になる」と断られ
るケースも。既存の資料では
なく、わかりやすいパンフ
レットなどを自社作成してい
ればスムーズな周知活動に
つながったと反省の弁。取付け作業自体はさほど難しくないが、顧客にシステ
ムの認知がないことで取付け前の説明時間が長くなり、結果トータルの拘束
時間が長くなることに。今後申請をする方は、事前周知の徹底を強く勧めた
いと振り返る。
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しっかりとした事前周知とわかりやすいパンフレットが必要

　「できるかぎりわかりやすい料金メニューを設定をして、IT化を進めていき
たいと思っています。これからはインターネット等でガス料金を通知すること
が必須。また、4年に一度の法定検査だけでなく、検針結果の異常の有無など
お客様の安心安全につながるような連絡をしていきたいと考えています。検
査実施日の周知などもネット上でできれば最高ですね」と加藤社長。社内の
システム構築など会社としてできることを模索しながら、顧客と会社双方に
とってより良い方向性を見出していきたいとさらなる未来を見据えている。

今後の展望








